
資金動向、市況動向、信託財産の規模等によっては、前記の運用ができない場合があります。

ファンドの目的・特色

ファンドの目的
インカム収益の確保と中長期的な投資信託財産の成長をめざして運用をおこないます。

ファンドの特色

特色

1 異なる強みを持つ６つの資産に投資します。

●投資対象ファンドを通じて、主として中長期的に収益が期待できる６つの資産（日本国債、ヘッジ付
海外債券、高金利海外債券、グローバル高配当株式、グローバルREIT、金）に投資します。

●値動きが異なる傾向にある６つの資産を組み合わせることにより、基準価額の変動を抑えながら
も、収益の獲得をめざします。

特色

2
基準価額への影響度合いがおおむね均等になるように
6つの資産に配分します。

●各資産の基準価額への影響度合いが、６資産の間でおおむね均等になるような資産配分戦略
（ブレンドシックス戦略）を用いて、値動きの影響度が特定の資産に偏らないことをめざします。
●資産配分を定期的に見直すことで、基準価額の変動抑制効果を高めるとともに、魅力的な収益の

獲得をめざします。
※６資産の合計組入比率は、高位を保つことを原則としますが、市況動向に急激な変化が生じた場合などにおいては、組入比率を引き

下げる場合があります。

特色

3 年２回決算をおこない、収益の分配をめざします。

分配方針

●毎年５月、11月の各15日（休業日の場合は翌営業日）に決算をおこない、原則として収益分配を
めざします。

●分配金については、委託会社が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、分配
対象額が少額の場合には、分配をおこなわないことがあります。

●分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。

※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。



ファンドの目的・特色

「ブレンドシックス戦略」による資産配分決定プロセスとポイント
●「ブレンドシックス戦略」にもとづいて資産配分を決定し、投資をおこないます。なお、資産配分の

決定は、日興グローバルラップ＊からの助言をもとに、スカイオーシャン・アセットマネジメントが
おこないます。
＊日興グローバルラップとは、資産配分の策定や運用アドバイザーの評価・選定など、資産運用サービスを幅広く提供するコンサル

ティング・カンパニーです。

●当ファンドで「ブレンドシックス戦略」と呼んでいる戦略は、年金運用の世界では「リスク・パリティ戦
略」と呼ばれ、広く知られています。

ポート
フォリオ

各資産の
リスク水準を推計

各資産の
基準価額への影響度が均等

となるような
資産配分を決定

過去のリスクを基準とする
だけでなく、投資家の不安
心理を表す指標など、市場リ
スク（変動率）を先行して捉
える傾向のある指標の動き
なども加味します。

資産のリスク水準に加え、各
資産の対ポートフォリオおよ
び各資産間の相関性（値動
きの類似性・相違性）も考慮
します。
資産配分比率の見直しは、
毎月おこないます。
また、必要と判断した場合は
適宜見直しをおこないます。

※上記は2023年11月30日現在のプロセスであり、将来変更される場合があります。



ファンドの仕組み

●当ファンドは、投資信託証券に投資するファンド・オブ・ファンズです。

ブレンド
シックス収益分配金

解約金
償還金

申込金

日本超長期国債ファンド
（適格機関投資家向け）

＜運用会社＞
日興アセットマネジメント

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

高利回りソブリン債券
インデックスファンド

＜運用会社＞
日興アセットマネジメント

グローバル・ハイインカム・
エクイティ・ファンド
アンヘッジド・クラス

＜運用会社＞
日興アセットマネジメント ヨーロッパ リミテッド

グローバル・リアルエステート・ファンド
（適格機関投資家向け）

＜運用会社＞
日興アセットマネジメント

＜投資顧問会社＞
ラサール インベストメントマネージメント 

セキュリティーズ エルエルシー

お
客
さ
ま
（
受
益
者
）

高格付先進国ソブリン債券
（円ヘッジ）ファンド
（適格機関投資家向け）

＜運用会社＞
日興アセットマネジメント

ゴールド・ファンド
（適格機関投資家向け）

＜運用会社＞
日興アセットマネジメント

日本の国債
など

海外の債券
など

世界の株式
など

世界の
不動産投信
など

金上場投信
など

海外の債券
など

※投資対象ファンドの概要につきましては、後掲「追加的記載事項」をご覧ください。
※投資対象ファンドのすべてに投資するとは限りません。

？ ファンド・オブ・ファンズ方式とは
お客さまからお預かりした資金を、直接株式や債券といった資産に投資するのではなく、株式や債券に投資している複数の
投資信託に投資して運用をおこなう仕組みです。

おもな投資制限

●投資信託証券への投資割合には制限を設けません。
●株式への直接投資はおこないません。
●外貨建資産への投資割合には制限を設けません。
●デリバティブの直接利用はおこないません。




